
添付資料（例） （別表１）
　　年　　月　　日

　　　　　　（受注者）　　　　　　　　　

工事番号： ○○第○号
工事名： ○○線　○○工事
請負業者名：○○建設(株)
対象請負代金額： 円（※1＝ 円　　ー 円）

　　※１　最終請負代金額　ー　部分払検査済み額（単品スライド適用対象外）
　　（注）変更見込額は算出する必要は無し。
（参考）　請負代金額の変更見込額の算出方法： 変更見込額（※２）= 円　　＋{ 円｝　ー 円

※２ {（Ａ）-(a)}＋{（Ｂ）-(b)}ー対象請負代金額／１００
　　　　　　ただし、(（Ａ）-(a))ー対象請負代金額／１００≦０の場合、（Ａ）-(a)＝０円とする。
　　　　　　　　　　　(（Ｂ）-(b))ー対象請負代金額／１００≦０の場合、（Ｂ）-(b)＝０円とする。

対象材料：鋼材類 単価：円（消費税込み）
購入月 R4.4 購入月 R4.5 購入月 R4.6
数量 単価 金額 数量 単価 金額 数量 単価 金額 数量 金額

異形鋼棒 SD295A D13 t 0.05 101,850 5,092 0.04 112,875 4,515 0.03 119,175 3,575 0.12 13,182 ○○製鋼(有)
SD345 D13 t 1.3 103,425 134,452 1.0 114,975 114,975 0.6 121,275 72,765 2.9 322,192 ○○製鋼(有)
SD345 D16～25 t 2.1 101,325 212,782 1.7 112,875 191,887 0.7 119,175 83,422 4.5 488,091 ○○製鋼(有)

合計 823,465 （A）
注1）請負代金額の変更請求（様式第３０号）を提出する場合は、概算数量（請求日以降の予定も含める）を記入し提出すること。
　　　（請求時点で、内容が確認できる証明書類がある場合は、その写しを添付すること。）
注2）協議開始の日には、最終精査した数量を記入し提出すること。
　　　（上記内容が確認できる証明書類の写しを添付すること。なお、証明書類で確認できない場合には単品スライド条項の対象とはしないものとする。）

対象材料：燃料油 単価：円（消費税込み）
購入月 R4.4 購入月 R4.5 購入月 R4.6
数量 単価 金額 数量 単価 金額 数量 単価 金額 数量 金額

軽油 Ｌ 2,506.0 111 278,166 2,005.0 133 266,665 504.0 148 74,592 5,015 619,423 ○○石油(有)

合計 619,423 （B）
注3）請負代金額の変更請求（様式第３０号）を提出する場合は、概算数量（請求日以降の予定も含める）を記入し提出すること。
　　　（請求時点で、内容が確認できる証明書類がある場合は、その写しを添付すること。）
注4）協議開始の日には、最終精査した数量を記入し提出すること。
      (上記内容が確認できる証明書類の写しを添付すること。なお、証明書類で確認できない場合には単品スライド条項の対象とはしないものとする。
    　　ただし、上記内容が確認できるすべての証明書類を提出しがたい事情があると認められる場合は、主たる用途に用いた数量が確認できる証明書類をもって、
    　　やむを得ないと認める範囲で、単品スライド条項の対象とする。)
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(A)：鋼材類にかかる価格変動後の金額
(B)：燃料油にかかる価格変動後の金額
(a)：鋼材類にかかる価格変動前の金額
(b)：燃料油にかかる価格変動前の金額


